
気
持
ち
は〝
若
者
〞し
か
し
、

身
体
の
衰
え
は
隠
せ
ま
せ

ん
。
年
々
老
化
を
感
じ
る
。

新
婦
人
新
聞
に「
中
高
年
の

転
倒
」の
見
出
し
が
出
て
い

ま
し
た
。
最
近
百
歳
体
操

が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
転
倒
防
止
を
皆
さ
ん

が
考
え
て
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
▼
週
1
回
公
民

館
で
開
催
さ
れ
る
百
歳
体

操
に
は
私
も
参
加
し
、
ほ

と
ん
ど
休
む
人
は
い
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま

す
。「
転
倒
し
て
骨
折
し
た

ら
、
寝
た
き
り
や
要
介
護

に
な
る
こ
と
」。
そ
の
よ
う

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
る
の
で
す
▼
新

聞
に『
自
己
効
力
感
』
が
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
実
際

は
で
き
な
い
の
に「
自
分
は

で
き
る
」
と
思
っ
て
い
る
方

が
い
ま
す
。
若
い
時
で
き

た
こ
と
が
年
を
と
っ
て
も

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち「
自
分
を
知
る
こ

と
」で
す
▼
最
近
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
で
体
を
無
理
し

て
使
わ
ず
、
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
逆
に「
足
腰
が
弱
く
な

り
、
転
倒
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
」
場
合
も
あ
る
と

新
聞
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

私
が
思
う
の
は「
高
齢
者
の

運
転
事
故
」で
す
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
車
か
ら
オ
ー
ト
マ
車

に
な
っ
た
こ
と
で
、
車
の
運

転
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

「
楽
に
な
る
こ
と
が
良
か
っ

た
の
か
」
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。

（
Ｎ
・
Ｙ
）

体
温
計

訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎医療生活協同組合

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

FAXFAX　29-483929-4839

FAXFAX　23-030323-0303
FAXFAX　58-311058-3110
FAXFAX　51-900451-9004
FAXFAX　26-710126-7101
FAXFAX　24-051524-0515
FAXFAX　31-145231-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

駐車場のご案内 生協病院北側（正面玄関側）駐車場は、附属棟建設工事のためご利用になれません。
患者・組合員様は西側駐車場をご利用頂きますようご協力をお願い申し上げます。

（
応
募
数
21
通
）

（
正
解　

18
通
）

　

一
定
の
年
齢
を
迎
え
る
ご
と
に
長
寿
を
祝
う
儀
式

「
年
祝
い
」
と
い
い
ま
す
。
左
記
の
高
齢
者
の
お
祝

い
行
事
を
①
か
ら
⑦
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

（
和
の
暮
ら
し
が
楽
し
い
！
お
う
ち
歳
時
記
よ
り
抜
粋
）

イ　

生
ま
れ
た
年
の
干
支
に
戻
る
年
で
本
卦
還
り
と
い
う

ロ　

中
国
の
詩
人
、杜
甫
の「
人
生
七
十
古
希
稀
」に
由
来

ハ　

喜
と
い
う
字
を
草
書
体
で
書
く
と
七
十
七
に
見
え
る
こ

　
　

と
に
由
来

ニ　

傘
の
字
を
簡
略
に
書
く
と
八
十
と
読
め
る
こ
と
に
由
来

ホ　

米
を
分
解
す
る
と
八
十
八
に
読
め
る
こ
と
に
由
来

ヘ　

卒
の
字
を
略
し
て
書
く
と
九
十
と
読
め
る
こ
と
に
由
来

ト　

百
の
字
か
ら
一
を
取
る
と
白
に
な
る
と
い
う
意
味
で
つ

　
　

け
ら
れ
た

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
９
月
30
日
で
、当
選
者

は
11
月
号
の
紙
面
で
発

表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
８
月
号
の
答
え
】 

【
７
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.184)（No.184)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

問
1（
Ｃ
）　

問
2（
Ｂ
）　

問
3（
Ｂ
）

問
4（
Ｃ
）　

問
5（
Ｂ
）

黒
木　

澄
子
さ
ん（
延
岡
市
）

志
田　

恵
美
さ
ん（
日
向
市
）

五
反　

里
美
さ
ん（
宮
崎
市
）

園
田　

公
紀
さ
ん（
宮
崎
市
）

井
上 

久
美
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

居宅介護支援事業所 ☎(0982)31-1453 FAXAX 1- 431-1452居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0982)31 1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

FAX 31 1452
FAXAX 1-1431-14525
FAX 4426-1944

ほ
ん
け
が
え

と  
ほ

　
「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
運
動
と

「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を

「
消
費
生
活
協
同
組
合
法
」が
1
9
8
4
年
に

成
立
し
、同
年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
日
本
医
療
福
祉
生
協
連
で
は
、

10
月
・
11
月
は
生
協
を
広
め
る
強
化
月
間
と
し
て

位
置
づ
け
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
年
は
、

医
療
生
協

の
活
動
で

実
践
し
た

取
り
組
み

を
地
域
に

広
げ
、健
康

づ
く
り
と

地
域
で
困
っ

た
情
報
を

把
握
す
る

取
り
組
み

を
す
す
め

ま
す
。

宮
崎
医
療
生
協
の
組
合
員
数
は
4
9
、8
5
9

名（
7
月
末
現
在
）で
す
。月
間
中
に「
1
、0
0
0

名
の
仲
間
増
や
し
」、「
出
資
金
増
資
2
、8
5
0

万
円
」、「
2
1
6
回
の
班
会
」、「
14
の
新
班
」を
目

指
し
ま
す
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
バ
ス
ハ
イ

ク
、公
民
館

で
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、

映
画
会
や

ミ
ニ
演
芸

会
な
ど
楽

し
い
企
画

に
取
り
組

み
ま
す
。参

加
し
て
医

療
生
協
の

魅
力
を
地

域
に
広
げ

ま
し
ょ
う
。

減
塩
を
意
識
づ
け
る
月
間
と
し
て
、

班
会
で
測
定
し
た
尿
中
塩
分
量
チ
ェ
ッ
ク

の
数
値
で
、
班
員
全
員
の
塩
分
量
が
6
ｇ

以
下
の
優
秀
班
を
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、

医
療
生
協
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
10

月
に
、
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
と
共
催
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
11
月
に
行
い
、
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
「
暮
ら
し
と

医
療
費
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
問

を
通
し
て
地

域
で
困
っ
た

情
報
を
集
め
、

お
互
い
に
支

え
合
う
地
域

づ
く
り
、
医

療
生
協
と
し

て
で
き
る
活

動
に
取
り
組

み
ま
す
。

  9月  7日（土）／組合員のつどい（都北地区 ： 都城市総合文化ホール）
  9月  9日（月）／“守ろう憲法9条”風船ピースアクション（病院・クリニック・介護事業所）
  9月17日（火）～9月30日（月）／医療生協月間プレスタート
  9月28日（土）／組合員のつどい（県北地区 ： のべおかカルチャープラザ・ハーモニーホール）
10月  1日（火）／医療生協全国統一行動日
10月  9日（水）／組合員のつどい（宮崎地区 ： 宮崎市民プラザ）
10月19日（土）／医療生協健康ウォーキング（宮崎市民の森公園）
10月23日（水）／宮崎県高齢者大会（宮崎市民プラザ）
10月27日（日）／宮崎生協病院“健康まつり”
11月  1日（金）／虹の架け橋統一行動日
11月16日（土）／生協いきいき健康ウォーク（綾）

秋の医療生協月間中の主な取り組み

① 

99
歳 

白
寿　

 

② 

90
歳 

卒
寿　

 

③ 

88
歳 

米
寿

④ 

80
歳 

傘
寿　

 

⑤ 

77
歳 

喜
寿　

 

⑥ 

70
歳 

古
希　

⑦ 

61
歳 

還
暦

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　

す
す
め
ま
す

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　

す
す
め
ま
す

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　

す
す
め
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　

す
す
め
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　

す
す
め
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　

す
す
め
ま
す

月
間
の
目
標

月
間
の
目
標

月
間
の
目
標

風船ピースアクション（2018・9・7）風船ピースアクション（2018・9・7）
医療生協健康ウォーキング
（2018・10・20）

医療生協健康ウォーキング
（2018・10・20）

1,000名を超える来場者で
賑わった昨年の健康まつり
1,000名を超える来場者で
賑わった昨年の健康まつり 18の出店が並びました18の出店が並びました

宮崎生協病院“健康まつり”宮崎生協病院“健康まつり”
～つくろう健康！たのしく長生き！～
●と　き／１０月２７日（日）１１時～１４時
●ところ／宮崎生協病院西側駐車場

◎中央舞台／吹奏楽演奏・かわいいダンス・ひょっとこ踊り・
　　　　　　組合員さんの楽しい演芸など
◎模 擬 店／組合員さんや職員による飲食物などの出店

住吉支部バスハイク（2018・11・24）住吉支部バスハイク（2018・11・24） 宮崎地区組合員のつどい（2018・9・12）宮崎地区組合員のつどい（2018・9・12）

1日の塩分摂取量の目安は6ｇ以下　北2支部だいこん班1日の塩分摂取量の目安は6ｇ以下　北2支部だいこん班

循環器内科（遠藤･高田･中島）、消化器内科（古谷）、呼吸器内科（高橋聡･永友）、糖尿病内科（植野）、内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、内科（柳田）
外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡）、小児科（山元･上野･愛甲･久保）、後期研修医（堀・加藤）、初期研修医（當瀬・日高・林・井上・有田）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療

14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

古　谷

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

予約のみ18:00～19:00
高　田 休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171
☎0985（24）6877

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元葉　山

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～15：00
交替制

15：00～17：00
小　牧

13：30～17：00

高橋聡

ペースメーカー外来
遠　藤

交替制

交替制

休　診 休　診 休　診 休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

8：30～10:00

第1・3・5
（高橋聡）
第2・4
（永友）

8：30～10:00
堀

11：00～12:00
高橋麻里子

14：00～15:00
交替制

15：00～17:00
小　澤

13：30～17:00

高橋聡
14：00～15:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友
15：00～17:00

加　藤

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅
三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第1土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）
三　宅

17：00～19：00
（受付18：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

第1・3
柳　田

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休診（訪問診療）

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ
15：00～18：00
第2･3･4･5週は
16：30～19：00

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

中　村

中　村

中　村
中　村

（7/27～8/31は休診）

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。



様々なお困りごとに対応します。まずは宮崎医療生協（担当：竹良弘貴）
までご連絡ください。お見積もりは無料です。（0985-23-7168）

施工前 施工後

○遺品の片づけ、清掃、庭の手入れ、リフォーム等の依頼
○大量の不要品、分別困難な状態での片づけ

国民健康保険（略称国保）は、人々の医療を受ける権利を公的責任で保障する医療保険です。運営のため
に国庫負担も投入され、国の社会保障として運営されています。国保は自助や相互扶助では支えることがで
きない人々の医療保障を図り、「受診する権利」を保障するために、すべての国民が公的医療保険に加入する「皆
保険制度」の土台として整備されてきました。

国保に加入されているのは無職の方が多く４４％、ついで非正規雇用などの方が３４％で全体のほぼ８０％
近く（図①参照）を占めます。収入が少ない方が多く加入しているために入ってくる保険料も少なくなります。
また、６５歳から７５歳までの高齢者が多く加入していることもあり、医療費は多くかかり、必要な医療費を
加入者に割り振るために保険料がどうしても高くなります。
国保加入者の８割は所得２００万以下の所得（図②参照）にも関わらず、他の公的医療保険（協会けんぽ、

組合健保など）と比較して保険料負担率が高くなっている状況です。保険料（税）が払えなくなり滞納をすると、
保険証が発行されない、差し押さえされるというケースが増えています。また、国保料（税）は家族人数に
応じて負担が増える「均等割」があり、子育て世代にはより大きな負担となっています。

こうした問題を解決するために、全国知事会、全国市長会、全国町村会などの地方団体は「１兆円の公費投入」
など、国の財政支援により国保料（税）を協会けんぽ並みに引き下げることを求めています。高すぎる国保
料（税）を引き下げ、誰でも払える保険料（税）にすることは、国民のくらしと健康を守り、医療保険制度
安定のために必要です。国の責任で私たちのくらし、健康が守られるように国や自治体にはたらきかけて
いきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （宮崎県社会保障推進協議会事務局長　高柳健）

小松支部では、班会開催（家族・地域・趣味・事業所）と、青空・まちかど・公民館健康
チェック（スーパー店・野菜市場・地区公民館）、保健学校（①料理実習、②健康体操、③施
設見学等）、各種行事の活動を毎年実施しています。
7月2日（火）13時30分開催の柏原集落研修センターでの健康チェックは、2011年を初
回に今年で9年目になります。参加者が年々減少傾向となり、全戸案内チラシ配布と過去
参加者へ電話かけを行いました。自治会長、班長、体操教室と地域の皆さんのご協力で14
名の参加を得て、血管年齢・血圧・検尿・体脂肪率測定等の健康チェックと組織部より木
場みち子さんから「血管の老化予防について」丁寧な説明がありました。
柏原地区では“おげんきですか”の配布率が低く支部の課題でしたが、「柏原地区組合
員マップ地図」を作成し、配布協力員さんの募集をしたところ、2名の方が快く手配りを引
き受けてくださいました。
茶話会では、医療生協の保健予防活動と生協病院の
24時間外来診療体制、入院時の個室料（差額ベット
代）をいただかないこと、健診・予防接種・診断書代の
割引等、組合員さんメリットの案内を呼びかけ、活動に
関心を持っていただき6名の仲間が増えました。地域
と職員、運営委員の総勢での取り組みが成果につなが
り、今後も公民館健康チェック活動を大事に継続して、
健康づくりの輪を広めたいと語り合いました。

（運営委員　立川沢子）

支部活動紹介（小松支部）支部活動紹介（小松支部）
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8
月
7
日
か
ら
9
日
ま
で
の
3
日

間
、長
崎
で
行
わ
れ
た『
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
』。生
協
病
院
入
職
1
年
目
の

方
々
と
、
計
9
名
で
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

長
崎
に
着
く
と
、
町
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
「
核
兵
器
禁
止
」
の
ブ
ル
ー
の
バ
ッ

ジ
を
つ
け
て
い
る
方
々
と
す
れ
違
い
ま

す
。「
あ
っ
仲
間
な
ん
だ
！
」と
、
親
し
み

を
も
っ
て
笑
み
を
交
わ
し
ま
し
た
。

開
会
総
会
は
、
国
内
外
5
、
0
0
0

名
を
超
え
る
参
加
者
で
、会
場
は「
平
和

の
思
い
」
で
一
つ
と
な
り
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

2
日
目
の
分
科
会
で
は
「
映
像
の
ひ

ろ
ば
」
に
出
席
し
ま
し
た
。戦
後
74
年
、

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
核
兵
器

県
北
支
部
で
は
今
年
も
恒
例
と
な
っ
た
「
子
ど
も
の
保

健
学
校
」
を
、
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
べ
お
か〝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
そ
れ
い
ゆ
〞で
開
催
し
ま
し
た
。８
月
３
日
土
曜
日
の
午

後
、
15
名
の
児
童
と
保
護
者
５
名
が
参
加
。今
年
は
食
育

を
目
的
に
３
つ
の
紙
芝
居
か
ら
始
め
ま
し
た
。一
つ
目
は

朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
、二
つ
目
は
食
べ
物
を
作
る
人
へ
の
感

謝
、
三
つ
目
は
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
で
規
則
正
し
い
生

活
を
、
と
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
低
学
年
に
も
解
り
易
く

食
事
の
大
切
さ
を
子
ど
も
達
に
伝
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
宮
崎
生
協
病
院
小
児
科
医
師
の
上
野
満
先
生

に
よ
る
講
義
で
は
、
人
の
命
の
始
ま
り
か
ら
母
体
で
の
成

長
の
過
程
や
、
口
か
ら
入
っ
た
食
べ
物
が
排
出
さ
れ
る
ま

で
の
「
体
の
し
く
み
」
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
熱

心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。講
義
の
最
後
は
組
織
部
西
次

長
に
よ
る
、
煙
草
の
液
と
ミ
ミ
ズ
を
使
っ
た
実
験
で
一
人
ず

つ
手
に
取
り
ミ
ミ
ズ
の
様
子
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
時
間
は〝
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
そ
れ
い
ゆ
〞の
利
用
者

さ
ん
と
の
交
流
会
。場
所
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
移
し
て
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
間
に
座
り
、
健
康
づ
く
り

委
員
会
手
作
り
の
ゼ
リ
ー
で
３
時
の
お
や
つ
タ
イ
ム
を
過

ご
し
ま
し
た
。最
後
は
全
員
で
歌
を
唱
っ
て
一
人
ず
つ
握

手
を
し
て
こ
の
会
を
終
了
し
ま
し
た
。保
護
者
か
ら
は

「
煙
草
の
実
験
に
は
驚
い
た
」「
い
つ
も
楽
し
く
、
私
達
も
勉

強
に
な
る
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
（
県
北
支
部
健
康
づ
く
り
委
員
会　

浅
田
京
子
）

宮
崎
地
区
で
も
７
月
20
日
に
開
催
し
、
26
名
の
児
童
と

保
護
者
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
野
ツ
ユ
子
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。
彼

女
は
、
日
向
支
部

が
県
北
支
部
か
ら

分
離
独
立
す
る
前
か

ら
の
会
員
で
、
支
部

結
成
後
は
推
進
委
員
と
し
て
支
部
の
活
動
・

運
営
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
古
参
の
一
人
で
す
。

職
場
の
皆
さ
ん
を
ま
と
め
て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

も
明
る
く
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
個
人

と
し
て
は
、
サ
ロ
ン
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

参
加
、
着
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
得
意
な
料
理
を

活
か
し
て
健
康
ま
つ
り
に
出
品
す
る
な
ど
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
筍
ず
し
、
魚
ず
し
、
稲
荷

ず
し
な
ど
ど
れ
も
美
味
し
い
と
定
評
が
あ
り
ま

す
。
明
る
く
優
し
く
前
向
き
な
大
野
さ
ん
の
存

在
は
大
き
く
、
皆
、
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

（
日
向
支
部
運
営
委
員
一
同
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》　
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8月度宮崎生協病院利用委員会8月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

み ん な の 声
◎附属棟の完成が待ち遠しいですね。文芸欄の短歌、流れるような文字が
素晴らしいです。　　　　　　   　　　　  　　　（宮崎市Ｉさん女性）

◎国を守る防衛については無防備では困るし、過剰防衛であってはなりま
せん。多額の費用をかけなくてもすむような平和な社会になってもらい
たいです。　  　　　　　　　　　　　　　　　   （宮崎市Ｋさん男性）

2
0
1
9
年
８
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
8
月
10
日
開
催
）

＜報告・承認事項＞

①7月度の組合員増やしは71名（目標116名）、出資金増資は514万円（目標937万円）、
班づくり2班、班会開催77回でした。

・宮崎地区で開催した「子どもの保健学校」には26名の参加がありました。
・サポーター養成講座は3ブロックで34名の参加がありました。
・第42回九州沖縄ブロック組合員交流研修会in鹿児島は63名の組合員が参加しました。
記念講演や分科会、交流会の出し物等の報告がありました。

・小松支部より仲間ふやしの取り組みの報告がありました。健康チェックに14名が参加。6
名が組合員に加入し、2名が機関紙配布の協力員になりました。
②平和と社会保障を守る取り組みでは、「沖縄普天間飛行場騒音問題」、「福島第2原発全4
基廃炉」、「認知症予防介護の場」、「社会保障費5,300億円増」、「全国の被爆者14万5
千人」、「生活保護世帯アレルギーや歯の病気は一般世帯の10倍」、「宮崎県の児童虐待
最多」、「大学病院の無給医問題」、「救急車の稼働が9年連続過去最多」等の報告があり
ました。また新田原基地の米軍格納庫、演習状況についての報告もありました。
③6月の法人の経常利益は▲1,056万円（予算差▲686万円）、累計の経常利益▲66万円
（予算差993万円）の到達でした。
④地域密着型の定年延長、デイサービスの就業時間の変更、医系学生・介護学生の奨学
金規定の変更について提案がありました。
⑤病院事務長から透析機器4,340万円（税込み）の提案がありました。前回の提案4,222
万円から最新機種への変更経緯について説明がありました。
⑥長期借入金（固定）について、宮崎生協病院附属棟建設費用として5億円の借入金を行い
ます。借入予定は2019年11月、返済計画は15～ 20年です。
⑦2019年度の監査方針と計画について報告がありました。「予算の作成方法と中身につい
て精査する」との意見がでました。

⑧総代会議長選出の手続き変更について提案がありました。

＜審議・決定事項＞

①7月度各事業所の活動について
②7月度医療安全管理委員会および患者確認
について

③7月度宮崎生協病院利用委員会について
④7月度県連介護事業所責任者会議について
⑤7月度組織経営委員会について
⑥7月度経営協議会について

⑦第30期第1,2回常勤理事会について
⑧宮崎民医連第11期第2回理事会について
⑨県社保協第4回幹事会について
⑩人事について
⑪不明組合員の調査状況について
⑫宮崎生協病院健康まつりの日程について

以上の報告を承認しました。

■新規加入者  ７１名（7/1～7/31）
■出 資 金  ５億９,２０９ 万円
■班　　　数  ３００班

今、宮崎医療生協は 2019年7月末現在

■総組合員数  ４９,８５９ 名
■平均出資金  １１,８７５ 円
■               ２０,４２８ 部おげんきですか
手配り配布数

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
宮
崎
生
協
病

院
内
科
の
永
友
英
之
と
申
し
ま
す
。
こ
の

病
院
で
働
き
は
じ
め
て
か
ら
6
年
半
に

な
り
ま
す
。
田
舎
か
ら
宮
崎
に
引
っ
越
し

て
き
た
の
で
、
当
初
は
生
協
病
院
や
周

辺
の
医
療
機
関
の
医
療
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
少
し
慣
れ
て
は
き
ま
し
た
が
、
今
で
も
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
と
て
も
大
変
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
読
書
で
す
が
、
最
近
は
「
積
ん
読
（
つ
ん
ど
く
）」
ば

か
り
で
、
な
か
な
か
本
を
読
む
時
間
が
と
れ
ま
せ
ん
。
最
近
は
読

み
た
い
本
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く
っ
て
、
中
身
を
想
像
す
る
の
が
唯
一
の

楽
し
み
で
す
。
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介
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友
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友
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医
師
で
す

『
宮
崎
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協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　
　

今
月
は
永
友
英
之
医
師
で
す

駐輪場のバイク置き場を東側か西側に決めてほしいです。自転車を止
めていたら帰るころにバイク2台に挟まれて困りました。

現在、付属棟建設を行っておりますが、付属棟工事が終わったのちに、正面玄関
周囲の改装工事を予定しております。ご指摘いただいた点を考慮した対応策を検
討いたします。それまでの間、暫定的な対応についても検討させて頂きます。

声

答

渡
辺 

千
鶴
さ
ん
（
こ
の
は
な
支
部
）

茶
柱
に
ほ
っ
と
安
ら
ぐ
夏
座
敷

特
攻
の
遺
書
に
涙
す
知
覧
の
夏

た
ま
ご
か
け
ご
飯
や
朝
の
蝉
時
雨

〈
俳
句
〉　
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デ
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交
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子
ど
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め
だ
か
の
学
校

め
だ
か
の
学
校

め
だ
か
の
学
校

め
だ
か
の
学
校

め
だ
か
の
学
校

の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
映
像
の
役
割
は
よ

り
重
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。記
録
映

画
、
ア
ニ
メ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
合
間

に
討
論
と
5
時
間
に
も
及
ぶ
中
身
の
濃

い
分
科
会
で
し
た
。

3
日
目
は
、
記
念
式
典
の
行
わ
れ
る

平
和
公
園
へ
行
き
、
宮
崎
生
協
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ
ん
か
ら
託
さ
れ
た
千

羽
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。原
爆
資
料
館
、爆

心
地
を
訪
ね
、
哀
し
く
胸
の
痛
く
な
る

思
い
で
し
た
。　

最
後
の
閉
会
総
会
で
は
、
原
爆
投
下

の
11
時
2
分
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。「
微
力
で
あ
っ
て
も
無
力
で
は
な

い
」、「
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
」へ

の
第
一
歩
を
始
め
よ
う
と
心
に
決
め
、
暑

い
長
崎
で
の
熱
い
世
界
大
会
を
終
え
ま

し
た
。活
動
し
て
い
る
国
内
外
の
多
く

の
方
々
と
の
出
会
い
は
、実
に
刺
激
的
な

８
月
７
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
、原
水

爆
禁
止
世
界
大
会（
以
下
、
大
会
）が
長

崎
で
開
催
さ
れ
、
宮
崎
医
療
生
協
か
ら

研
修
医
２
名
、看
護
師
２
名
、介
護
福
祉

士
１
名
、
事
務
２
名
、
組
合
員
さ
ん
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。９
名
の
内
、
６
名
は

今
年
４
月
に
入
職
し
た
職
員
で
す
。宮

崎
医
療
生
協
は
毎
年
、
広
島
ま
た
は
長

崎
の
大
会
に
参
加
し
、
平
和
を
守
る
運

動
に
直
接
肌
で
触
れ
る
貴
重
な
経
験
を

し
て
い
ま
す
。

１
９
４
５
年
８
月
９
日
午
前
11
時
２

分
、
広
島
続
き
に
長
崎
の
北
部（
現
在
の

松
山
町
）に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
一

瞬
に
し
て
、
数
万
人
の
人
々
が
命
を
落

と
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
歴

史
を
持
つ
長
崎
で
核
兵
器
を
使
用
し
な

い
、
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
意
志
を
持
っ

た
人
た
ち
と
平
和
運
動
に
参
加
す
る
こ

と
を
通
し
て
、核
兵
器
の
非
人
道
性
、戦

争
の
悲
惨
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。大
会

で
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
を
は
じ
め
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
メ
キ
シ
コ
な

ど
世
界
各
国
か
ら
核
の
廃
絶
を
求
め
、

開
会
総
会
に
は
全
体
で
約
５
、０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

現
在
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て
２
０

１
７
年
７
月
に
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁

止
条
約
は
、
発
効
に
必
要
な
50
か
国
の

半
分
、
25
か
国
で
す
。し
か
し
、
核
廃
絶

に
向
か
っ
て
い
る
世
界
の
流
れ
に
反
し

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、ま
だ
そ

の
条
約
に
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。私
は
こ

の
現
状
を
今
回
出
会
っ
た
多
く
の
仲
間

と
協
力
を
す
れ
ば
必
ず
成
し
遂
げ
ら
れ

る
と
感
じ
ま
し
た
。閉
会
式
で
高
校
生

が
述
べ
た
「
私
た
ち
は
微
力
か
も
し
れ

な
い
が
無
力
で
は
な
い
」と
い
う
言
葉
を

胸
に
、
令
和
の
時
代
に
核
兵
器
が
世
界

か
ら
廃
絶
し
、
今
回
出
会
っ
た
仲
間
と

喜
び
合
う
日
を
目
指
し
行
動
し
ま
す
。

新
入
職
員
も
医
療
生
協
で
働
く
職
員

と
し
て
地
域
住
民
の
願
い
に
応
え
「
医

療
と
介
護
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
も

平
和
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
」

と
改
め
て
学
び
ま
し
た
。最
終
日
に
は
、

職
員
お
よ
び
組
合
員
さ
ん
、
患
者
さ
ん

の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
千
羽
鶴
を
平
和

記
念
公
園
に
供
え
、
核
兵
器
の
無
い
平

和
な
世
界
を
祈
り
ま
し
た
。

（
宮
崎
医
療
生
協
事
務　

黒
木
貴
洋
）

県北地区の参加者県北地区の参加者

デイサービスのみなさんと
交流しました

デイサービスのみなさんと
交流しました

宮崎地区の参加者宮崎地区の参加者

顕微鏡検査を体験しました顕微鏡検査を体験しました

健康チェックを通して
6名の仲間が増えました。
健康チェックを通して
6名の仲間が増えました。

高すぎる国民健康保険料（税）が国民を苦しめ、滞納への罰則によって保険証を
取り上げられた人が、受診が遅れて死亡するなどの悲惨な事態が相次いでいます。

国保は公的責任で保障される

他の保険と比較して保険料負担率が高い

国の責任で国保料（税）の引き下げを

〈国保（宮崎市）所得別加入世帯〉

所得なし
３３％

500万円以上
３％

1円～
33万円以下
１１％

33万円～
200万円以下
４２％

200万円～
500万円以下
１１％

図②

農林水産業
３％自営業

１４％

非正規雇用など
３４％

無職
４４％

その他
５％

〈国保世帯主の職業別割合〉

図①

厚生労働省「国民健康保険実態調査報告」2015年度

も
の
で
し
た
。ま
た
3
日
間
共
に
過
ご

し
た
若
い
方
々
か
ら
も
、
多
く
学
ば
せ

て
頂
き
、
将
来
へ
の
希
望
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
多
く

の
方
々
の
支
援
と
応
援
を
頂
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

（
佐
土
原
支
部　

藤
﨑
路
子
）

平和祈念像前で平和を祈る宮崎の参加者平和祈念像前で平和を祈る宮崎の参加者

千羽鶴を捧げるみんなの家の黒木幸子さん千羽鶴を捧げるみんなの家の黒木幸子さん

取材を受ける有田千紗都医師（写真左）と組合員の藤﨑路子さん（写真右）取材を受ける有田千紗都医師（写真左）と組合員の藤﨑路子さん（写真右）

2017年度

の
役
割
は
割
は
よ

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。
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